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事業評価シート

№19

管理番号 事業名 高校生ボランティア育成事業 評価時期 25年7月

担当課 教育課 担当名 生涯学習・スポーツ担当

事業期間 □単年度　■単年度繰返(昭和61年度開始)　□期間限定(　　年度～Ｈ　　年度)

根拠法令 町条例・要綱等

予算
科目

一般

科目
教育費 社会教育費

生涯教育推進費 生涯教育推進事業費

総合計画の
位置づけ

「心豊かな人と文化を育むまち」づくり

生涯学習の充実

家庭の教育力向上と青少年の社会力の育成

対　象
（誰、何を）

　高校生ボランティアサークル「ホップステップ」に対する育成支援。

意　図
（事業の狙い）

　高校生によるボランティア活動や地域活動をとおして、郷土愛を育み、自我の確立と
社会参加意識の促進を図る。

見直しの履歴
　昭和63年にサークル｢かすみ草｣を設立。平成３年より｢ホップステップ｣に名称を変更
して活動。

実施内容
　県や地区のボランティア研修会及び交流会への参加、町事業への協力、福祉施設
への訪問、｢えんにち｣への参画、自主事業の企画・実施。
　会員数　23年度10名　24年度７名

区　分 Ｈ20決算 Ｈ21決算 Ｈ22決算 Ｈ23決算 Ｈ24決算

費
用

   事業費合計 16 10 89 22

費用合計

22

人
件
費

主担当職員

その他職員

その他

16 10 89 22 22

財
源

特
財

国・県補助金

地方債

その他財源

一般財源 16 10 89 22 22

コストの
増減理由
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事業評価シート

【項目別評価】（Ａ高～Ｄ低）

A A C

✓�

✓�

【総合評価と改善計画】

ランク

【外部評価と評価委員意見】

妥当性
（行うことは適当か）

効率性
(削減余地がないか)

有効性
(成果が向上しているか)

当初の目的を達成している
事業費を節減する余地があ
る

上位施策にあまり貢献してい
ない

住民ニーズが低下、または
サービス過剰

従事人数を節減する余地が
ある

対象を見直す余地がある

国・県事業と重複 事務改善の余地がある
成果向上のために事業内容
を見直す余地がある

民間と競合している
町民負担を見直す余地があ
る

継続実施しても成果向上の
余地がない

理由 理由 理由

　ボランティア活動実践を通して
地域を知るとともに、世代間交流
の中で社会力の育成を図ることを
目標に活動していることから妥当
である。

　必要最低限の支援であり、これ
以上の削減余地はない。

　高校生独自の発想を生かした
自主的な活動の実施と中学生
まで対象を拡大するなど後輩の
育成が必要である。

Ａ:計画どおり事業推進が適当　　　　Ｂ:事業の進め方に改善が必要
Ｃ:事業規模、内容等の見直しが必要　Ｄ:事業の統合、休・廃止が必要

総合評価

　町民１ボランティアの推進及び青少年の健全育成という観点からも高校生
のボランティア活動は重要である。仲間づくりや世代間の交流を深めるととも
に社会力の育成が図られることから継続が妥当と考える。
　高校生も多忙ではあるが、更なるボランティア推進のためにも独自の発想
を取り入れた自主事業の展開が必要である。

B

町民・議会等の
要望・時期等

今後の方向性 □廃止　□休止　□終了　□統合　□継続　■一部見直し　→ 見直しの方向性

改善計画

　新たな活動の展開や情報誌の発行により組織の活性化や
認知度を高めるなど、次につながるきっかけづくりのために、
会議の開催方法を改め、高校生の意見を吸い上げる機会を
より多く設定する。
　中学生まで対象を拡大してサークルを育成していくために
中学校とも連携を図る。

減
↑

費
用
↓

増
✓�

　　縮小 ← 成果 → 拡大

外部評価 外部評価委員意見

B
  中学生を巻き込んだ連携施策を視野に入れた新たな試みを行うことが急務と考えら
れる。また、学生に対してボランティアについて学習する機会を設けることで、興味や
関心を持たせ、会員増へ繋げていく必要がある。


